
伊自良湖　ワカサギ釣り
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11月

カン・白
色トレイ

14日

10日

17日

19日
12日
21日
19日
24日
07日

（12月5日）

06日
（12月4日）

びん・ペッ

トボトル

20日

25日

15日

18日

15日

不燃ゴミ
粗大ゴミ

21日

25日

19日

20日

12日・13日

17日・18日

26日

10日

11日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田倉

大北・石田町・山本・双葉台・京

ヶ洞・星ヶ丘・南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を除く）

梅原

桜尾

大桑

カン・白
色トレイ

05日
（12月3日）

04日
（12月2日）

27日

22日

28日

26日

28日

びん・ペッ

トボトル

18日

01日

11日

13日

11日

不燃ゴミ
粗大ゴミ

27日・28日

5日
（12月2日）

4日
（12月1日）

5日
（12月2日）

6日
（12月3日）

7日
（12月4日）

長滝・平井・掛・松尾・上願

洞田・小倉・大森・藤倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

■

休日診療：大前医院（岐阜市太郎丸新屋敷　　058・
229・3131）

休日診療：松井医院（岐阜市石原　■058・229・
5655）

骨粗しょう症検診 受付9：30～10：00（美山構造改
善センター）、受付13：00～13：30（西武芸公民館）

1歳6か月児健診 受付13：00～13：15、3歳児健診
受付13：30～13：45（美山構造改善センター）
献血 10：00～11：00 美山支所、12：00～13：00
（株）オンダ製作所、14：00～15：00 （株）ファミリー
スーパーマルキ美山店

予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：00（保健福祉
ふれあいセンター）

離乳食教室 10：30～13：00（保健福祉ふれあいセン
ター）、乳がん集団検診 受付13：00～13：30（保健
福祉ふれあいセンター）

■

休日診療：大前医院（岐阜市太郎丸新屋敷　　058・
229・3131）

骨粗しょう症検診 受付9：30～10：00（伊自良老人
福祉センター）、受付13：00～13：30（保健福祉ふれ
あいセンター）

子宮がん集団検診 受付13：15～14：00（美山構造
改善センター）

乳幼児相談 10：00～11：00（保健福祉ふれあいセン
ター）

行政相談 13：00～16：00、人権擁護相談 13：00～
15：00（美山支所2階）
社会保険相談 10：00～15：00（美山中央公民館）
予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：00（美山構造
改善センター）

乳がん集団検診 受付13：00～13：30（梅原公民館）

ママパパクラス 10：00～11：30（保健福祉ふれあい
センター）

休日診療：永田医院（岐阜市福富天神前　　058・
229・2101）前立腺がん検診 受付9：00～12：00、
13：00～15：00（保健福祉ふれあいセンター）肝炎ウ
イルス検診 受付13：00～15：00（保健福祉ふれあい
センター）

弁護士相談 受付13：00～14：30（山県市役所3階
304会議室）骨粗しょう症検診 受付9：30～10：00、
受付13：00～13：30（保健福祉ふれあいセンター）

行政相談 13：00～15：00（伊自良老人福祉センタ
ー、美山支所住民相談室）、はみがきけんしん 13：
00～14：00（保健福祉ふれあいセンター）、子宮がん
集団検診 受付13：15～14：00（保健福祉ふれあいセ
ンター）

01日□

02日□

03日□

04日□

05日□

06日□

07日□

08日□

09日□

10日□

11日□

12日□

13日□

14日□

15日□

16日□

17日□

18日□

3歳児健診 受付13：00～13：15 1歳6か月児健診
受付13：30～13：45 3・4か月児健診、10・11か
月児健診 受付14：00～14：15（伊自良老人福祉セ
ンター）

■

予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：00（保健福祉
ふれあいセンター）、はみがきけんしん 13：00～14：
00（美山構造改善センター）

■

休日診療：石田内科（岐阜市福富出口　　058 ・
229・5530）

休日診療：加藤医院（岐阜市加野　　058・243・
1114）

社会保険相談 10：00～15：00（高富町商工会館）
骨粗しょう症検診 受付9：30～10：00、受付13：00
～13：30（保健福祉ふれあいセンター）

3・4か月児健診 受付13：00～13：15 10・11か
月児健診 受付13：30～13：45（美山構造改善セン
ター）

予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：00（伊自良老
人福祉センター）、心の相談 13：30～15：00（美山
支所）、子宮がん集団検診 受付13：15～14：00（西
武芸公民館）

乳がん集団検診 受付13：00～13：30（保健福祉ふれ
あいセンター）

■

休日診療：不破クリニック（岐阜市太郎丸　　058・
229・6081）

■

■

3歳児健診 受付13：00～14：00（保健福祉ふれあい
センター）

予防接種（ポリオ） 受付13：15～14：00（保健福祉
ふれあいセンター）、はみがきけんしん 13：00～14：
00（伊自良老人福祉センター）

はみがきけんしん 13：00～14：00（保健福祉ふれあ
いセンター）、子宮がん集団検診 受付13：15～
14：00（梅原公民館）

19日□

20日□

21日□

22日□

23日□

24日□

25日□

26日□

27日□

28日□

29日□

30日□

01日□

02日□

03日□

04日□

05日□

12月

国民健康保険税（第7期）12月1日

介護保険料（第6期） 12月1日

水道料 11月26日

下水道料　　12月01日

今月の
納期限

今月の
納期限

※11月2日（日）の休日診療当番医は、都合により後藤医院から大
前医院に変更になりました。

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

月

火

土

日

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

水

木

金

土

日

月

火

水
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十
月
五
日
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
大
桑
の
四
国
山
香
り
の
森
公
園
で
「
ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
五
万
五
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
つ
り

は
高
富
青
雲
組
の
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
、
保
育
園
児
た
ち
の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
会
場
内
を
回
っ

て
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
香
り
ド
ー
ム
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸

能
の
披
露
や
タ
レ
ン
ト
の
え
な
り
か
ず
き
さ
ん
ら
に
よ
る
歌
と
ト
ー
ク
の
ス
テ
ー
ジ
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
た
栗
の
つ
か
み
取
り
や
も
ち
ま
き
な
ど
と

あ
わ
せ
て
、
会
場
内
は
一
日
中
楽
し
い
催
し
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
会
場
内
に
並
ん
だ
約

百
十
の
出
店
か
ら
は
、
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
威
勢
の
よ
い
か
け
声
が
飛
び
交
い
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
は
い
ろ
い
ろ
な
味
覚
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

高富青雲組

　原太鼓�

北山雨乞い踊り�

伊自良十六拍子太鼓伊自良十六拍子太鼓�伊自良十六拍子太鼓　原太鼓　原太鼓�

北山雨乞い踊り�

伊自良十六拍子太鼓�

　原太鼓�

　原太鼓�

北山雨乞い踊り北山雨乞い踊り�

伊自良十六拍子太鼓�

北山雨乞い踊り
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十
月
四
日
の
夜
に
は
、
商
工
会
主
催
に
よ
る
前
夜
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
か
が
り
火
が
た
か
れ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
香
り

ド
ー
ム
で
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
歌
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、

最
後
は
手
筒
花
火
や
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

会
場
を
盛
り
上
げ
た
、
え
な
り
か
ず
き

さ
ん
、
林
あ
さ
美
さ
ん
、
伊
藤
秀
志
さ

ん
の
ス
テ
ー
ジ

市内の中学生が司会や会場清掃に活躍



作
品
番
号

③

作
品
番
号

④

作
品
番
号

⑤
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高
富
町
、
伊
自
良
村
、
美
山
町

の
三
つ
の
町
村
が
合
併
と
い
う
こ

と
で
、
三
つ
の
山
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
姿

を
太
陽
で
表
し
ま
し
た
。
全
体
的

デ
ザ
イ
ン
は
人
々
が
微
笑
ん
で
い

る
風
に
し
て
安
ら
ぎ
と
快
適
な
山

県
市
を
表
現
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
か
ら
ご
年
配
ま
で
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
出
来
る
だ
け
シ
ン

プ
ル
に
描
き
ま
し
た
。

山
県
の「
や
」を
基
本
に
、二
つ

の
楕
円
で「
豊
か
な
自
然
と
活
力
」

「
安
ら
ぎ
と
潤
い
」「
調
和
と
快
適
」

「
人
の
輝
き
」「
発
展
と
躍
動
」「
先

進
性
と
創
造
性
」を
表
し
、豊
か
な

自
然
と
活
力
あ
る
都
市
が
調
和
し

た「
安
ら
か
で
快
適
な
21
世
紀
の

住
み
よ
い
山
県
市
」を
イ
メ
ー
ジ
。

ま
た
色
彩
は「
豊
か
な
自
然
」「
太

陽
」「
釜
ヶ
谷
山
」「
伊
自
良
湖
」

「
伊
自
良
川
・
鳥
羽
川
」「
美
し
い

水
や
空
気
」「
市
民
」「
未
来
感
」な

ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
。

山
県
市
の
山
の
字
を
モ
チ
ー
フ

に
、
豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る
都

市
が
調
和
し
て
、
21
世
紀
の
未
来

へ
飛
翔
す
る
市
民
を
鳥
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
安
ら
か
で
快
適
な
山
県

市
を
、
意
気
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ

て
い
ま
す
。

＊
青
は
未
来
へ
と
続
く
澄
み
き
っ

た
空
・
調
和
と
発
展
。

＊
緑
は
豊
か
な
自
然
・
活
力
と
創

造
。

緑
と
鳥
と
太
陽
で
山
県
市
の
頭

文
字
「
y
」
を
表
現
。
豊
か
な
自

然
の
中
を
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た

く
姿
で
飛
躍
を
意
味
し
、
安
ら
か

で
快
適
な
中
に
も
、
活
力
あ
ふ
れ

る
同
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

山
県
市
の
「
山
」
を
モ
チ
ー
フ

に
、
山
県
市
の
美
し
い
風
景
、
未

来
に
発
展
す
る
山
県
市
の
姿
を
表

現
し
ま
し
た
。

※
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
の
承
諾
を
得
て
、
一

部
補
作
・
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
モ
ノ
ク
ロ
で

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
は
、
応
募
者
が
記
入
さ
れ
た
も
の
を
、

そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

デザインの�
趣  旨�

作
品
番
号

①

作
品
番
号

②
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皆
さ
ん
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た

山
県
市
の
「
市
章
」
に
は
、
市
内
ほ
か

全
国
各
地
か
ら
、
千
三
百
五
十
二
点
も

の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

の
応
募
作
品
に
つ
い
て
、
市
章
選

定
委
員
会
で
厳
正
な
る
選
考
が
行
わ

れ
、
右
記
の
五
点
が
採
用
候
補
作
品

（
入
選
作
品
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
で
は
市
章
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を

う
か
が
う
た
め
、
市
民
投
票
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
章
の
選
定
に
あ
わ
せ
て
、

山
県
市
の
「
市
の
木
」「
市
の
花
」「
市

の
色
（
カ
ラ
ー
）」
の
募
集
も
同
時
に

行
い
ま
す
。

21
世
紀
に
飛
躍
す
る
山
県
市
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
市
章
は
ど
れ

か
。
候
補
作
品
の
中
か
ら
一
点
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
豊
か
な
自
然
と

活
力
あ
る
都
市
が
調
和
し
た
「
安
ら
か

で
快
適
な
21
世
紀
の
住
み
よ
い
ま
ち

山
県
市
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
と
思
わ
れ
る
「
木
・
花
・
色
（
カ

ラ
ー
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
記
入
し

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
投
票
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
県
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

一
人
に
つ
き
一
票
と
し
ま
す
。
一
人
で

二
票
以
上
投
票
さ
れ
た
場
合
は
、
す
べ

て
無
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
「
広
報
や
ま
が
た
十
一
月
号
」

に
差
し
込
ん
で
あ
り
ま
す
投
票
用
紙

に
、
山
県
市
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思

わ
れ
る
、
市
章
候
補
作
品
の
番
号
、
市

の
木
、
市
の
花
、
市
の
色
（
カ
ラ
ー
）

の
名
称
と
、
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

※
投
票
用
紙
は
、
各
投
票
場
所
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
、
出
張

所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
投
票
箱
に
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
、
切
手
を
貼
っ
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。

官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
市
役
所
企
画
部
総
合
企
画
課

あ
て
に
送
付
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。

※
締
切
日
当
日
消
印
有
効

十
一
月
十
日
（月）
か
ら

三
十
日
（日）
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

◎
市
役
所
本
庁
総
合
案
内
窓
口
前

（
土
・
日
・
祝
日
に
投
票
さ
れ
る
場

合
は
、
日
直
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
）

◎
伊
自
良
支
所
窓
口
（
平
日
の
み
）

◎
美
山
支
所
窓
口
（
平
日
の
み
）

◎
西
武
芸
出
張
所
（
平
日
の
み
）

投
票
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
五
十
名
の
方
に
図
書
券
（
千
円

分
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
選
は
、
図

書
券
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
県
市
役
所
　
企
画
部
総
合
企
画
課

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
番
地
一

22
・
6
8
2
4

22
・
6
8
5
1

九
月
十
六
日
、
第
一
回
市
章

選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
全
応

募
作
品
の
中
か
ら
最
終
審
査
に

残
る
四
十
四
点
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

九
月
二
十
九
日
、
第
二
回
選

定
委
員
会
を
開
催
。
絞
り
込
ま

れ
た
四
十
四
点
の
作
品
に
つ
い

て
各
委
員
が
協
議
を
行
い
、
採

用
候
補
作
品
と
な
る
五
点
を
選

出
し
ま
し
た
。

投
票
結
果
を
参
考
に
し
て
、

最
終
選
考
を
行
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

投
票
期
間

投
票
時
間

投
票
場
所

投
票
さ
れ
た
方
へ

問
い
合
わ
せ
先

ま
ず
最
初
に

投
票
場
所
で
投
票
す
る
場
合

郵
送
で
投
票
す
る
場
合

投
　
　
票
　
　
方
　
　
法

市
章
選
定
の
経
過

今
後
の
予
定

第1回選定委員会

FAX
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十
月
三
日
、
美
山
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
北
武
芸

地
区
の
い
こ
い
の
広
場
で
は
、

高
富
の
清
水
豊
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

利
用
し
た
ペ
ン
立
て
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

「
い
こ
い
の
広
場
」
は
、
高

齢
者
に
生
き
が
い
と
交
流
の
場

を
提
供
し
よ
う
と
市
内
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

清
水
さ
ん
自
身
も
高
富
地
区
の

い
こ
い
の
広
場
の
メ
ン
バ
ー
で
、

地
元
で
の
会
に
参
加
し
た
と

き
、
趣
味
で
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

ぜ
ひ
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
も
教
え

て
あ
げ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
清
水
さ
ん
も
「
少
し

で
も
お
役
に
立
て
る
の
な
ら
」

と
今
回
講
師
を
引
き
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄

っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
カ
ッ
タ
ー

で
切
っ
た
り
、
の
り
づ
け
し
た

り
し
て
、
最
後
に
は
き
れ
い
な

和
紙
で
装
飾
さ
れ
た
素
敵
な
ペ

ン
立
て
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
母
親
が

妊
娠
し
て
か
ま
っ
て
も
ら
え
な

く
な
り
「
兄
弟
な
ん
て
い
ら
な

い
」
と
言
っ
た
幼
女
が
、
出
産

に
立
ち
会
っ
た
こ
と
で
命
の
大

切
さ
や
親
の
思
い
を
再
認
識
す

る
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

ま
た
紙
芝
居
終
了
後
に
児
童

ら
は
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ

ん
と
同
サ
イ
ズ
の
人
形
を
実
際

に
だ
っ
こ
。
大
事
そ
う
に
そ
の

人
形
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
、
伊
自
良
図

書
館
に
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国

訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

こ
の
お
は
な
し
隊
は
子
供
た

ち
に
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
東
京
の
出
版
社
が
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
に
絵
本
を
積
ん
で

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い

な
が
ら
全
国
を
巡
回
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
日
は
伊
自
良
地

域
で
活
動
し
て
い
る
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し

ピ
ー
チ
ク
」
の
メ
ン
バ
ー
と
共

に
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
訪

れ
た
親
子
連
れ
な
ど
は
、
目
の

前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
絵
本
の

世
界
に
楽
し
そ
う
に
聞
き
入
っ

て
い
た
ほ
か
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
か
ら
持
っ
て
き
た
絵
本
を
一

緒
に
な
っ
て
読
み
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

十
月
七
日
、
山
県
市
の
保
健

師
ら
が
富
波
小
学
校
（
三
原
隆

雄
校
長
　
全
校
児
童
八
十
四

人
）
で
、
命
の
大
切
さ
や
産
ん

で
く
れ
た
親
に
対
し
感
謝
す
る

気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

紙
芝
居
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
の
朝
の
全
校
集
会
で
行

わ
れ
た
こ
の
紙
芝
居
は
、「
う

ま
れ
て
き
て
　
あ
り
が
と
う
」

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

楽
し
い
絵
本
がい

っ
ぱ
い

高
齢
者
のふ

れ
あ
い
の
場

命
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た



や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
集
い
は
、
九
月
二
十
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
て

い
た
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
約
二
百
人
の
市
民
が
出
席

し
ま
し
た
。
交
通
安
全
功
労
者

を
代
表
し
て
石
神
政
一
さ
ん
が

「
交
通
安
全
の
誓
い
」を
読
み
上

げ
、飲
酒
運
転
の
追
放
や
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
誓
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
務
原
地
区
交
通

安
全
協
会
副
会
長
の
井
戸
孝
司

さ
ん
が
「
あ
る
高
齢
者
か
ら
見

た
交
通
安
全
」
を
自
ら
の
経
験

か
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
主
催
の
「
働
く
お
と
う
さ
ん

絵
画
展
」
で
岐
阜
北
ラ
イ
オ
ン

ズ
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
は
、
父
親
の
家

庭
教
育
参
加
を
啓
発
す
る
県
の

職
場
に
お
け
る
父
親
の
家
庭
教

育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行

こ
の
た
び
、
伊
自
良
北
小
学

校
一
年
の
藤
田
梨
々
華
さ
ん

（
長
滝
）
が
岐
阜
県
教
育
委
員

会
、
岐
阜
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

わ
れ
た
も
の
で
、
山
県
市
や
岐

阜
市
北
部
の
小
学
校
か
ら
百
十

三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
料
理
店
を
経

営
す
る
父
親
が
魚
を
焼
い
て
い

る
姿
を
描
い
て
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の
「
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
姿
が
一
番
好

き
」
と
い
う
藤
田
さ
ん
に
父
親

の
力
弥
さ
ん
は
目
を
細
め
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
職
場
に
お
け
る
父

親
の
家
庭
教
育
推
進
事
業
大
会

特
別
賞
」
に
は
、
伊
自
良
南
小

学
校
六
年
の
大
島
正
寛
君
の
絵

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

山
県
市
交
通
安
全
の
集
い
を

九
月
二
十
六
日
、
美
山
中
央
公

民
館
で
開
き
優
良
運
転
者
表
彰

九
月
二
十
九
日
、
美
山
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
で
市
内
の
農
業

婦
人
グ
ル
ー
プ
の
会
員
ら
が
出

席
し
て
、「
山
県
ア
グ
リ
女
性

の
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
会
員
が
お
互
い
に

農
業
に
お
け
る
知
識
や
技
術
の

情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
、
市

の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

は
規
約
や
事
業
計
画
の
承
認
、

会
長
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

総
会
後
の
交
流
会
で
は
、
会

長
に
選
出
さ
れ
た
柿
野
の
石
神

み
ち
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
各
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
っ

た
地
域
特
産
の
料
理
な
ど
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
お
互
い
の
地

域
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
の
岐
阜
放
送

「
み
の
・
ひ
だ
愛
ら
ん
ど
」
で

は
、
伊
自
良
の
ヘ
ボ
（
地
蜂
）

同
好
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
活
動

の
様
子
や
、
オ
ー
プ
ン
を
控
え

た
文
化
の
里
古
田
紹
欽
記
念

館
、
市
章
選
定
状
況
な
ど
、
合

併
後
ほ
ぼ
半
年
が
過
ぎ
た
山
県

市
の
姿
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
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農
業
活
性
化
に

女
性
の
力
を

働
く
お
父
さ
ん
を

描
き
ま
し
た

交
通
安
全
意
識
を

高
め
ま
し
た

山
県
市
を
P
R
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九
月
十
九
日
、
郡
上
八
幡
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
十
五

年
度
岐
阜
県
食
生
活
改
善
地
区

組
織
育
成
強
化
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
、
山
県
市
食
生
活
改
善

連
絡
協
議
会
会
長
の
平
野
眞
智

子
さ
ん
が
「
仲
間
と
共
に
〜
食

か
ら
の
高
齢
者
支
援
〜
」
と
題

し
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
こ
の
協
議
会
は
会
員
数
百

二
十
三
人
で
食
に
つ
い
て
学
習

し
、
地
域
で
の
普
及
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

山
県
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
九
月
二
十
日
の
「
社
会
奉

仕
の
日
」
に
ち
な
ん
で
各
地
区

に
分
か
れ
ゴ
ミ
拾
い
や
花
壇
の

植
え
か
え
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
奉
仕
活
動
を
行
っ
た
の

は
、
市
内
五
十
四
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
う
ち
二
十
九
団
体
約
千
五

百
人
で
、
そ
の
他
の
老
人
ク
ラ

ブ
も
九
月
中
に
奉
仕
活
動
を
行

い
ま
ち
の
美
化
に
力
を
注
が
れ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
新
潟
市

で
行
わ
れ
た
「
技
能

五
輪
全
国
大
会
」
の

配
管
部
門
に
、
谷
合

の
臼
井
喬
仁

た
か
ひ
と

さ
ん
が

県
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
国

の
青
年
が
技
能
レ
ベ

ル
の
日
本
一
を
競
う

大
会
で
、
臼
井
さ
ん

は
今
年
配
管
技
術
二
級
検
定
に

上
位
で
合
格
、
そ
の
時
の
優
秀

な
技
能
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の

部
門
で
は
十
三
年
ぶ
り
と
な
る

県
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

臼
井
さ
ん
は
家
が
水
道
工
事

店
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
高
校

の
こ
ろ
か
ら
時
々
家
業
を
手
伝

っ
て
い
た
そ
う
で
、
高
校
卒
業

後
は
美
濃
加
茂
市
の
県
国
際
た

く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
で
一
年
間
技

術
を
学
び
、
こ
の
春
に
関
市
の

水
道
工
事
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
大
会
出
場
が
決
ま
っ
て
か

ら
は
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
や
勤
務

先
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
特

訓
に
励
み
、
大
会
の
前
に
は

「
全
国
レ
ベ
ル
が
ど
れ
ほ
ど
か
わ

か
ら
な
い
が
、
上
位
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
月
十
日
、
県
、
市
、
山
県

警
察
署
、
地
域
住
民
ら
が
協
力

し
て
、
高
富
地
区
の
旧
国
道
二

五
六
号
沿
線
な
ど
で
県
屋
外
広

告
物
条
例
に
違
反
す
る
張
り
紙

や
看
板
な
ど
を
除
去
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
市
長

や
山
県
警
察
署
長
、
地
域
住
民

な
ど
約
二
十
五
人
で
、
地
元
住

民
と
一
帯
と
な
っ
て
実
施
す
る

の
は
県
下
で
は
じ
め
て
で
電
柱

に
た
て
か
け
ら
れ
た
立
て
看
板

な
ど
を
次
々
と
取
り
除
き
ま
し

た
。
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
　
そ
の
二

食
生
活
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
　
そ
の
一

若
き
技
能
者
の
県
代
表
に
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大切な一票を無駄にすることのないように投票に出かけましょう。

不在者投票

10月28日(火)～11月8日(土) 午前8時30分～午後8時（伊自良・美山支所は午後5時まで）
場所 山県市役所2階総務課・伊自良支所1階事務室・美山支所1階事務室
不明な点がある方は下記までお問い合わせください。

■■■■■■■■■ 問い合わせ先 ■■■■■■■■■

山県市選挙管理委員会　　22・6820 内線224、225

高富東 高富東地域 美里会館
高富西 高富西地域 高富公民館
富岡東 東深瀬地域（高木地域の一部） 富岡小学校体育館
富岡西 西深瀬・高木地域 富岡公民館
梅　原 梅原地区 梅原公民館
桜　尾 桜尾地区 桜尾公民館

大　桑 大桑地区
高富北部地区多目的
研修集会センター

伊自良北 長滝・平井・掛・松尾・上願 伊自良北小学校体育館
伊自良南 洞田・小倉・大森・藤倉・大門 伊自良南小学校体育館
伊往戸 仲越・伊往戸 伊往戸公民館 午前7時～午後6時
神　崎 神崎・今島・円原 神崎公民館
片　原 小倉・片狩・日原 片狩公民館
草　木 塩後・草木・奥峠 草木公民館

山　戸
市井・田島・岡・八月・
山戸・馬場

原公民館

百　瀬 百瀬・神有 美山北部防災倉庫
谷　合 谷合地区 谷合公民館
田　栗 田栗 田栗公民館
笹　賀 笹賀・徳永・椿 美山構造改善センター
佐　野 佐野 佐野公民館
青　波 青波地区 青波保育園
出　戸 日永・出戸・船越・相戸・柿野本郷 乾公民館
柿野洞 柿野洞 柿野交流センター
富　永 富永地区 富波公民館
西武芸 西武芸地区 西武芸公民館

投票区 該 当 自 治 会 投 票 場 所 投 票 時 間

午前7時～午後8時

午前7時～午後7時

午前7時～午後8時
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演 題 ・ 講 師 ・ 日 時 ・ 場 所

演題　尿酸値の高い人の健康管理
講師　なりみやクリニック

院長　成宮茂利先生
日時　11月23日（日） 午後1時30分～午後3時
会場　山県市保健福祉ふれあいセンター（市庁舎東）

2階　集団健診室

演題　水の安全を考える
講師　岐阜地域保健所生活衛生課

技術主査　高田美智子先生
日時　11月30日（日） 午後1時30分～午後3時
会場　山県市保健福祉ふれあいセンター（市庁舎東）

2階　集団健診室

演題　中高年向き生活習慣病予防のための運動
講師　スタジオヂーニアス

ディレクター　林真奈美先生
日時　12月7日（日） 午後1時30分～午後3時
会場　高富中央公民館（山県市佐賀）1階大集会室

高富体育館（山県市佐賀）
※運動の出来る服装で体育館シューズを持参ください。

1回

2回

3回

内　　　　容

尿酸値が高くなると、激しい
関節の痛みを伴う痛風や、腎臓
の機能低下、高血圧や血液中の
脂肪を高くするなどの合併症を
起こします。生活習慣を改善し
て、予防しましょう。

私たちの体の60％は水で出来
ています。そんな大切な水の安
全は、どのように守られている
のでしょうか。

いいことは分かっているのに、
なかなか続けられないのが運動
です。楽しく、いい汗を流して、運
動を始めるきっかけにしてくださ
い。

　伊自良中央公民館と富岡公民館の写
真教室の仲間「写遊いじら」と「写遊
富岡」が一緒に写真展を開催します。
ぜひみなさんでご覧に来てください。�
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山
県
市
で
は
、
平
成
十
五

か
ら
十
七
年
の
三
年
間
で
、

約
二
十
年
後
の
「
山
県
市
」

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

る
「
山
県
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
市
全

体
や
地
域
ご
と
に
長
期
的
な

都
市
の
将
来
像
や
土
地
利
用

計
画
、
道
路
や
公
園
な
ど
の

生
活
基
盤
施
設
の
整
備
方
針

な
ど
を
と
り
ま
と
め
る
も
の

で
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
プ
ラ

ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
「
ま
ち
づ
く

り
検
討
委
員
会
」
の
設
立
を

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ
の
中

で
自
由
に
意
見
を
交
換
し
た

り
、
作
業
を
し
な
が
ら
考
え

を
ま
と
め
て
い
く
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
方
法
を
用
い

て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
へ
継

続
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

各
中
学
校
区
六
人
〜
十
人

市
内
に
在
住
す
る
十
八
歳

以
上
の
方

十
一
月
四
日
〜
二
十
日

平
成
十
五
年
十
二
月
〜
平

成
十
七
年
十
二
月（
二
年
間
）

◎
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の

様
式
に
必
要
事
項
（
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
）
を
記
入
し
、
次
の
テ
ー

マ
か
ら
一
つ
を
選
び
二
百
字

程
度
の
作
文
を
添
え
て
、
直

接
都
市
計
画
課
へ
持
参
さ
れ

る
か
、
郵
便
、
F
A
X
、
E

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
応
募
用
紙
は
、
山
県
市
役

所
都
市
計
画
課
と
玄
関
ロ
ビ

ー
、
伊
自
良
・
美
山
支
所
玄

関
ロ
ビ
ー
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
が
、
必
要
事
項
を
任

意
の
様
式
で
記
入
し
お
申
し

込
み
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

◎
テ
ー
マ
は
、
次
の
中
か
ら

一
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●
山
県
市
の
将
来
像

●
あ
な
た
が
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の

想
い

応
募
い
た
だ
い
た
作
文
の

内
容
な
ど
に
よ
り
選
定

平
日
　
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時

山
県
市
役
所
基
盤
整
備
部

都
市
計
画
課

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
番

地
一

22
・
6
8
3
3

22
・
2
1
1
8

E
-m
ail

tokei@
city.yam

a
gata.gifu.jp

都
市
計
画
案
を
次
の
と
お

り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
富
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方

針
（
高
富
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
）

■
十
一
月
四
日
（火）
〜

十
一
月
十
八
日
（火）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

山
県
市
都
市
計
画
課
お
よ

び
岐
阜
県
都
市
政
策
課
（
県

庁
内
）

※
用
語
解
説

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

[m
aster

plan]

基
本
計
画
、
基
本
設
計

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

[w
orkshop]

職
場
、
作
業
場
、
意
見
や

技
術
の
交
換
・
紹
介
を
行
う

研
究
会

募
集
人
員

応
募
資
格

募
集
期
間

応
募
方
法

選
定
方
法

受
付
時
間

問
い
合
わ
せ
先

任
期
（
予
定
）

都
市
計
画
の
種
類

縦
覧
の
日
時
・
場
所

都
市
計
画
案
の
縦
覧

募

集

内

容

FAX
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市
の
農
業
委
員
会
委
員
は
、
特
例
に

よ
り
合
併
後
も
旧
三
町
村
の
委
員
が
そ

の
ま
ま
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
任
期
が
九
月
三
十
日
に
満
了
と
な
る

た
め
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
九

月
十
四
日
に
告
示
さ
れ
、
定
数
と
同
数

の
立
候
補
者
数
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投

票
に
よ
り
新
し
く
二
十
名
の
方
が
委
員

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
二
十
名

に
、
議
会
な
ど
か
ら
の
推
薦
で
市
長
が

任
命
す
る
委
員
七
名
を
加
え
、
合
計
二

十
七
名
の
新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
平
成

十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
市
の
農
業

振
興
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

岐
阜
県
で
は
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
県
民
運
動
を
実
施
中
で
す
。

青
少
年
の
健
全
な

育
成
は
大
人
一
人
ひ

と
り
の
責
務
で
す
。

地
域
・
家
庭
が
一

体
と
な
っ
て
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
た
青

少
年
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
の
社
会
環

境
づ
く
り
に
努
め
、

青
少
年
の
非
行
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

氏
　
　
名

住
　
所

備
考

◎
奥
田
　
修
造

西
深
瀬

若
井
　
宏
之

梅
　
原

鬼
頭
　
　
勇

平
　
井

山
田
　
　
準

高
　
木

木
田
　
一
幸

大
　
桑

杉
山
　
茂
樹

高
　
富

舩
戸
　
美
男

小
　
倉

鷲
見
　
岩
男

高
　
富

棚
村
　
正
宏

伊
佐
美

渡
邉
　
弘
夫

高
　
富

議
会

佐
野
　
　
崇

掛

加
藤
　
一
郎

洞
　
田

山
下
　
正
弘

東
深
瀬

上
野
耕
之
輔

藤
　
倉

土
田
　
卓
己

大
　
桑

恩
田
　
　
怜

岩
　
佐

山
内
　
文
夫

東
深
瀬

農
協

氏
　
　
名

住
　
所

備
考

山
口
　
重
実

中
　
洞

島
戸
　
千
秋

大
　
森

議
会

山
口
　
　
修

船
　
越

矢
崎
　
　
勇

梅
　
原

吉
田
　
義
夫

神
　
崎

議
会

恩
田
　
　
浩

岩
　
佐

議
会

○
上
野
　
定
雄

藤
　
倉

共
済

平
野
　
千
秋

椎
　
倉

植
村
　
正
男

富
　
永

山
田
　
秋
臣

大
　
桑

議
会

◎
印
は
会
長
、
○
印
は
職
務
代
理
者

※
備
考
欄
に
議
会
、
農
協
、
共
済
と
あ

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
議
会
、
岐
阜

北
農
業
協
同
組
合
、
岐
阜
農
業
共
済

組
合
の
推
薦
委
員
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
名
簿
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

11月の総合体育館スポーツイベント

総合体育館　　22・6622 【休館日11月17日（月）】

2日（日） 富岡校区

たかとみバレー大会

3日（月） 第4回NPO法人

岐阜北部地区少年空手大会

16日（日） 岐阜県高校新人バレーボール大会

17日（月） 清掃のため休館日

23日（日） 第1回拳翔杯

ジュニア空手道選手権大会

24日（月） 第1回ふれあいレディース

ソフトバレー大会

29日（土） 第20回ジュニア

バドミントン大会（団体の部）

30日（日） 市民スポレク祭

11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
で
す

十
一
月
二
十
三
日
（日）

午
後
一
時
〜

美
山
中
央
公
民
館

美
山
の
子
を
育
て
る
会

「
メ
デ
ィ
ア
と
青
少
年
に
つ
い
て
」

講
師
　
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

岐
阜
放
送
報
道
制
作
局
　
高
橋
和
江
氏

山
県
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

山
県
市
青
少
年
育
成
推
進
大
会

日
　
時

会
　
場

活
動
事
例
発
表

問
い
合
わ
せ
先

講
　
演

主
　
催
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社
会
教
育
課
　
�
36
・
3
3
0
4

次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま

れ
で
、
山
県
市
に
住
民
票
を
有
す
る

方
と
平
成
十
年
度
に
高
富
、
伊
自

良
、
美
山
南
、
美
山
北
中
学
校
を
卒

業
し
た
方
。

▼
日
時

平
成
十
六
年
一
月
十
一
日
（日）

▼
時
間
・
場
所

伊
自
良
地
域
　
十
時
〜

伊
自
良
中
央
公
民
館

高
富
地
域
　
　
十
時
四
十
五
分
〜

高
富
中
央
公
民
館

美
山
地
域
　
　
十
一
時
三
十
分
〜

美
山
中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
中
央
公
民
館

36
・
3
3
5
5

高
富
中
央
公
民
館
　
22
・
3
3
5
1

美
山
中
央
公
民
館
　
52
・
1
1
0
6

総
合
体
育
館
　
　
22
・
6
6
2
2

が
ん
ば
っ
て
い
る
け
ど
成
果
が
上
が

ら
な
い
…
。
ど
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
…
。

そ
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
悩
み
に
専

門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

目
的
に
合
わ
せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
、

運
動
前
・
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
に
合
わ
せ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
参
加
費
、
申
し
込
み
な

ど
は
不
要
で
す
。

▼
日
に
ち

十
一
月
二
十
九
日
（土）

十
二
月
二
日
（火）

▼
時
間

午
後
七
時
〜
九
時

（
両
日
と
も
）

▼
場
所

山
県
市
総
合
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

山
県
市
消
防
本
部

22
・
0
1
1
9

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
つ
と

し
て
、
市
内
の
小
学
生
が
描
い
た
火
災

予
防
ポ
ス
タ
ー
四
十
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ー
パ
ー

マ
ル
キ
高
富
店

▼
期
間

十
一
月
一
日
（土）
〜
二
十
日
（木）

ぎ
ふ
山
県
子
ど
も
劇
場

0
9
0
・
9
8
9
4
・
1
1
3
7

22
・
5
2
3
3
（
早
矢
仕
）

人
形
劇
団
の
の
は
な
（
九
州
よ
り
来

岐
）
が
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
ほ
か

一
作
品
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
二
日
（日）

午
前
十
時
三
十
分
〜
（
開
場
　
午
前

十
時
十
五
分
）

▼
会
場

高
富
公
民
館
一
階
ホ
ー
ル

▼
対
象

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

ぐ
ら
い
ま
で
の
お
子
様
と
そ
の
家
族

▼
参
加
費

八
百
円
（
三
歳
か
ら
）

▼
後
援

山
県
市
教
育
委
員
会

高
富
吹
奏
楽
団

�
0
9
0
・
3
8
3
1
・
9
1
2
6

富
岡
公
民
館
の
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

（
ひ
ま
わ
り
）
と
共
同
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日
（日）

午
後
二
時
〜

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
）

▼
場
所

梅
原
公
民
館

▼
入
場
料

無
料

▼
曲
目

鉄
腕
ア
ト
ム
、
美
女
と
野

獣
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
な
ど

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

�
0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
1

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職

場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
か
か
わ
る
人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
面
接
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▼
相
談
日
時

十
一
月
二
十
日
（木）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
場
所
な
ど

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

0
5
8
・
2
4
0
・
5
5
8
0

岐
阜
地
方
法
務
局（
岐
阜
市
金
竜
町
）

人
権
擁
護
課

▼
相
談
担
当
者

岐
阜
県
内
の
人
権
擁
護
委
員

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
0
5
8
・
2
7
6
・
2
5
1
0

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
・
福
祉
の

仕
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
皆
さ
ん
の
た

め
に
巡
回
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
二
日
（土）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン

タ
ー
（
大
垣
市
加
賀
野
）

十
階
大
会
議
室

平
成
十
六
年
成
人
式

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
秋

福
祉
の
仕
事
巡
回
説
明
会

親
子
で
楽
し
む
人
形
劇

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
相
談
日
開
設

36
・
3
3
0
4

22
・
6
6
2
2

22
・
0
1
1
9

0
9
0
・
3
8
3
1
・
9
1
2
6

（
杉
田
）

0
9
0
・
9
8
9
4
・
1
1
3
7

22
・
5
2
3
3
（
早
矢
仕
）

0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
1

0
5
8
・
2
7
6
・
2
5
1
0
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山
県
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

▼
日
時

十
一
月
二
十
二
日
（土）

▼
行
き
先
な
ど

知
多
市
　
み
か
ん
狩

り
（
一
家
庭
十
kg
サ
ー
ビ
ス
）

▼
対
象
者

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭

親
子

▼
参
加
費

小
学
六
年
生
ま
で
三
千

円
、
大
人
六
千
円
（
た
だ
し
、
母
子

会
員
の
親
子
は
無
料
）

▼
申
込
方
法
・
締
切

十
一
月
十
日
（月）

ま
で
に
（
会
長
　
上
野
喜
代
子
へ
）

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

0
5
8
・
2
6
2
・
1
8
1
8

教
育
期
間
中
に
高
校
卒
業
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

▼
資
格

中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
者
で
、
十
七
歳
未
満
の
男
性

▼
募
集
締
切

平
成
十
六
年
一
月
六
日
（火）

▼
試
験
日

平
成
十
六
年
一
月
十
日
（土）

▼
試
験
科
目

国
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
、
英
語

▼
給
与

十
五
万
三
千
百
円

岐
阜
地
域
福
祉
事
務
所

�
0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1

�
0
5
8
・
2
6
4
・
2
6
0
9

▼
目
的

重
度
障
害
者
の
介
護
を
目
的

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す

▼
日
時

十
二
月
十
一
日
（木）
・
十
二
日

（金）
、（
両
日
と
も
）
午
前
十
時
〜
午

後
四
時

▼
場
所

身
体
障
害
者
療
護
施
設
　
岐

阜
県
立
三
光
園
（
山
県
市
大
桑
）

▼
対
象
者

重
度
障
害
者
の
介
護
に
対

す
る
関
心
が
あ
り
、
地
域
お
よ
び
施

設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希

望
し
て
い
る
方
で
、
二
日
間
と
も
参

加
可
能
な
方

▼
定
員

二
十
人
（
岐
阜
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
）

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費

無
料
（
教
材
費
な
ど
に
つ

い
て
は
実
費
徴
収
）

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

十
一
月
二
十
一
日
（金）

▼
申
込
先

岐
阜
市
司
町
一

岐
阜
地
域
福
祉
事
務
所
（
岐
阜
総
合

庁
舎
内
）

11月15日（土） 10：30～ ディアボロアンドふうせん教室 定員20人
いろんな技に挑戦しよう　

11月29日（土） 13：00～ パン教室 定員15人
おいしいパンを作ろう　

11月15日（土） 13：30～ ドッジボール 定員30人
力いっぱい対戦しよう　　　

11月02日（日） 10：30～ 山県福祉大会（美山中央公民館）

移動児童館です。紙皿飛行機とカン
バッチを作ります。好きな写真を持
ってきてね

11月08日（土） 10：00～14：00

秋まつり（学童・大人）定員50人
げんきはうすで芋きんとん作りやゲ
ームをして遊ぼう。

11月22日（土） 9：30～　　山県市を知ろう 定員12人
ハーバスに乗って四国山へ行こう　

◆11月1日　午前9時より、参加希望の申し込みを受け付けま
す。希望者はそれぞれの施設に、直接申し込んでください。
※定員になり次第締め切らせていただきます。

子どもげんきはうす　　23・2323

両 施 設 合 同 開 催

高 富 児 童 館　　22・4750

自
衛
隊
生
徒
募
集

母
子
寡
婦
父
子
家
庭

親
子
の
つ
ど
い

重
度
障
害
者
対
応

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

36
・
3
5
3
3
（
上
野
）

0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1

0
5
8
・
2
6
4
・
2
6
0
9

0
5
8
・
2
6
2
・
1
8
1
8

FAX
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山県市消防本部　南消防署　 　  22・0119

火事・救急・救助は119番�

岐
阜
教
育
振
興
事
務
所
地
域
教
育
課

▼
日
時

十
二
月
六
日
（土）

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
会
場

羽
島
市
中
央
公
民
館
（
羽
島

市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
広
聴
主
題

『
地
域
社
会
と
共
に
生

き
る
「
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
」
の

在
り
方
を
考
え
る
』

▼
内
容

小
中
高
校
生
の
奉
仕
活
動
・

体
験
活
動
に
つ
い
て
実
践
発
表
と
意

見
交
流
を
行
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集

一
般
参
加
者
人
数
は
五
十
人

の
予
定
で
す
。

▼
申
込
方
法
・
期
限

十
一
月
十
八
日

ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
次
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

〒
5
0
0
―
8
7
0
8

岐
阜
市
司
町
一
　
岐
阜
総
合
庁
舎
内

岐
阜
教
育
振
興
事
務
所
地
域
教
育
課

環
境
衛
生
課
　
�
22
・
6
8
2
8

十
月
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

間
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ

ー
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の
健

康
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
各
種
犯
罪

の
誘
因
な
ど
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
危
害
の
認
識
を
高

め
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店

0
5
2
・
2
6
3
・
2
9
0
0

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
満
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
が
ご
自
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
場
合
の
た
め
に
、
専
用
の
リ
フ
ォ
ー

ム
ロ
ー
ン
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

特
　
徴

①
毎
月
の
ご
返
済
額
は
借
入
金
の
利
息

の
み
で
す
。

②
元
金
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
時
に
、

「
教
育
の
つ
ど
い
」（
岐
阜
地
区
）

参
加
者
募
集

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の

乱
用
を
な
く
そ
う
！

住
宅
金
融
公
庫
の
高
齢
者
専
用

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資

0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1

（
内
線
4
3
3
）

22
・
6
8
2
8

0
5
2
・
2
6
3
・
2
9
0
0

冬の到来が近づき、火の暖かさが恋しい季節が
やってきました。
空気が乾燥し火災の起こりやすい時期です。
火の取り扱いには十分注意しましょう。
＜火事を出さない5つの安全管理＞
◎炊事の火の安全管理
油鍋の料理のときは火から離れず、急なこ
とで手を離す時は、必ず火を消してから。
◎ストーブの安全管理

火が消えたことを確かめてから給油する。
ストーブの上に洗濯物を干さない。
◎たばこの火の安全管理
寝たばこをしない！させない！

◎たき火の安全管理
風が強い日はすぐ中止して、水をたくさん
かけてよく消すこと。
◎放火に対する安全管理
燃えやすいものを家のまわりに放置しない。

南消防署では、救急車や消防車などが緊急出動
することをお知らせする、回転灯とサイレンが一
体となった電光掲示板を設置しました。
回転灯がつき、サイレンが鳴ったときは、緊急

車両が消防署を出動し
ますので、付近をご通
行中の方は、十分ご注
意ください。
なお、（主）関本巣

線、消防署北側の緊急
車両出口は、停車禁止
区域となっています。
信号待ちで停車される
とき、この区域内に車
を止めないよう気をつ
けてください。

11月9日～11月15日

電光掲示板を設置

ここは停車禁止区域ここは停車禁止区域�ここは停車禁止区域�



相
続
人
の
方
が
一
括
返
済
さ
れ
る

か
、
担
保
提
供
さ
れ
た
建
物
・
土
地

の
処
分
に
よ
り
ご
返
済
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③
融
資
限
度
額
は
五
百
万
円
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
公
庫
名
古
屋
支
店
ま

で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
0
0
5
年
日
本
国
際
博
覧
会

入
場
券
販
売
管
理
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
九

月
二
十
五
日
に
か
け
て
愛
知
県
で
開
催

さ
れ
る
『
2
0
0
5
年
日
本
国
際
博
覧

会
（
愛
称
「
愛
・
地
球
博
」）』
の
第
一

期
前
売
り
入
場
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

▼
期
間

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
料
金

大
人
18
〜
64
歳
　
三
、
七
〇
〇
円

中
人
12
〜
17
歳
　
二
、
〇
〇
〇
円

小
人
4
〜
11
歳
　
一
、
二
〇
〇
円

シ
ニ
ア
65
歳
〜
　
三
、
〇
〇
〇
円

※
い
ず
れ
も
当
日
券
よ
り
約
二
割
引

※
年
齢
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

現
在
の
満
年
齢
を
適
用
。
シ
ニ
ア

の
適
用
範
囲
は
、
開
催
期
間
中
に

満
65
歳
以
上
と
な
る
方
。

▼
販
売
窓
口

旅
行
代
理
店
、各
交
通
機
関
窓
口
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
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平成13年1月1日発行

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載

応援します�

31，623人（－16）

男 15，525人（－ 9）

女 16，098人（－ 7）

世帯数 9，782戸（＋ 3）

前月比

9月届出分

人口の動き（平成15年10月1日現在）

「
愛
・
地
球
博
」

前
売
り
入
場
券
販
売
中

0
5
2
・
5
8
8
・
3
1
6
1

国民年金保険料の領収証書を大切に！�
　国民年金の第1号被保険者の方（保険料全額免
除制度・学生納付特例制度を承認されている方は
除く。）は、毎月・1年前納・半年前納などの方法
で国民年金保険料を納めていただいて、領収証書
が交付されます。�
�
●口座振替で納めている方�

　口座から引き落とされた翌月に「国民年金保険
料領収済額通知書」が交付されます。�
�
●金融機関などで納めている方�

　保険料を納めていただくと「納付書・領収（納
付受託）証書」が交付されます。�
※国民年金保険料の領収証書（領収済額通知書）
は再交付できませんので、大切に保管してください。�
�

岐阜北社会保険事務所　　058・294・6363



水
道
の
蛇
口
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
、
水
ま

わ
り
に
関
す
る
製
品
を
取
り
扱
う
水
栓
バ

ル
ブ
産
業
は
美
山
地
域
の
地
場
産
業
の
一

つ
で
す
が
、
今
回
は
、
同
地
域
で
の
水
栓

バ
ル
ブ
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
現
在
も
多

く
の
関
連
工
場
が
建
ち
並
ぶ
、
富
波
小
学

校
区
を
紹
介
し
ま
す
。

富
永
に
あ
る
、
み
や
ま
の
森
は
、
自
然

災
害
の
防
止
な
ど
と
共
に
、
人
々
に
安
ら

ぎ
を
与
え
る
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
生
活

環
境
保
全
林
。
区
域
内
に
は
約
八
千
本
の

広
葉
樹
が
植
栽
さ
れ
、
全
長
約
四
㎞
の
遊

歩
道
と
遠
く
伊
吹
山
な
ど
を
望
む
こ
と
の

で
き
る
展
望
台
が
あ
り
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く

広
場
に
は
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
い
ろ
い
ろ

な
遊
具
が
あ
り
、
そ
の
手
前
に
は
コ
イ
や

フ
ナ
釣
り
が
楽
し
め
る
池
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
努
力
で

た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
闇
夜
を
舞
い
、
一

躍
市
内
有
数
の
ホ
タ
ル
の
名
所
と
な
り
ま

し
た
。

佐
野
の
網
掛
不
動
は
、
昔
、
武
儀
川
で

漁
を
し
て
い
た
と
き
に
網
に
引
っ
掛
か
っ

た
不
動
像
を
こ
の
地
に
安
置
し
た
も
の
だ

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

地
元
で
は

引
き
上
げ

た
日
だ
と

い
わ
れ
る

九
月
二
十

八
日
に
毎

年
祭
礼
を

行
う
な
ど
、

ず
っ
と
大
切
に
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
佐
野
の
観
音
堂
に
は
、
市
内

最
古
の
観
音
像
と
い
わ
れ
、
県
指
定
の
文

化
財
に
も
な
っ
て
い
る
「
木
造
十
一
面
観

音
立
像
」
が
あ
り
、
こ
れ
も
地
元
佐
野
自

治
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
二

年
、
青
波
の

武
儀
川
河
畔

に
観
光
や
な

が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

今
年
の
シ
ー

ズ
ン
は
終
わ

り
ま
し
た

が
、
毎
年
六

月
中
旬
か
ら

十
月
末
ま
で

は
ア
ユ
づ
く
し
の
お
い
し
い
料
理
が
味
わ

え
ま
す
。
ヤ
ナ
漁
が
解
禁
と
な
る
八
月
な

か
ば
過
ぎ
か
ら
は
、
ヤ
ナ
に
入
っ
て
の
つ

か
み
取
り
を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

20広報やまがた 2003.11

富波小学校区�

昔
か
ら
の
伝
統
を
守
っ
て

清
流
武
儀
川
に
踊
る
ア
ユ
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▼
指
切
り
げ
ん
ま
ん
指
切
っ
た
…
じ
ゃ

な
く
て
ユ
ビ
キ
タ
ス
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
す
か
？
語
源
は
ラ
テ
ン
語
だ
そ

う
で
す
が
、
現
在
は
「
い
ろ
い
ろ
な
情

報
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
に
入
る
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
そ
う
で
す
が
、

個
人
的
に
は
「
ま
た
訳
の
わ
か
ら
な
い

横
文
字
が
で
て
き
た
な
」
と
思
う
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
O
N
）

▼
文
化
の
里
古
田
紹
欽
記
念
館
が
十
一

月
三
日
に
開
館
し
ま
す
。
世
間
で
は
、

「
癒
し
」「
安
ら
ぎ
」「
和
み
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
施
設

で
は
、
庭
園
や
和
室
な
ど
現
代
人
が
ホ

ッ
と
で
き
る
空
間
が
あ
り
ま
す
。
普
段

の
雑
踏
を
忘
れ
の
ん
び
り
し
た
時
間
が

過
ご
せ
る
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
そ
ん
な

場
所
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
T
）

2003 11月号

自
然
観
察
と
健
康
づ
く
り
の
森
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